
《今月の海上安全標語》 ～ 浮きます！～
ＪＦ兵庫漁連が開発した浮力合羽。よく浮きます！
本当に浮くのです ! !　まだお持ちでない方は是非 ! ! !　浮くかどうか心配ですか？

では、今月も安全操業で ！「҆৺͠てԼ͞ ʂ͍」 ුྗ合Ӌ　ු͖·͔͢Βʂ「҆৺͠てԼ͞ ʂ͍」 ුྗ合Ӌ　ු͖·͔͢Βʂ

No. 708

takusui

ฌݿのۀړਓのͨΊの報ࢽ

発ߦ（一ࡒ）兵庫県水産ৼڵ基金

ށ海ڥอશಛผાஔ๏一෦վਖ਼�Մܾ
ϒϥδϧ๚にࢀՃͯ͠�ʙύϥφभ༑ఏܞ��पฌݝݿຽަྲྀஂʙ
                                                                           （ＪＦ西二見 山本組合長）
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今
か
ら
20
年
前
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
私
は
当
時
、
兵
庫

県
伊
丹
市
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
。

 
昨
日
ま
で
普
通
に
生
活
し
て
い
た
日
常
が
一
変
し
、
震
災
の
一
昨
日

に
出
席
し
た
成
人
式
の
会
場
の
伊
丹
市
文
化
会
館
は
全
壊
、
最
寄
駅
の

阪
急
伊
丹
駅
は
崩
壊
。
20
年
経
っ
た
今
で
も
そ
の
光
景
は
鮮
明
に
記
憶

に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。

　

今
年
の
８
月
下
旬
に
出
張
で
東
北
の
被
災
地
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

も
う
す
ぐ
5
年
経
つ
と
い
う
の
に
何
も
な
く
な
っ
た
更
地
や
、
そ
の
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
建
物
を

目
の
当
た
り
に
し
て
改
め
て
被
害
の
甚
大
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
あ
る
「
奇
跡
の
一
本
松
」。
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
、
新
聞
で
は

見
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
実
際
間
近
で
見
た
と
き
に
不
思
議
な
力
み
た
い
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
一

本
松
と
復
興
に
対
し
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
人
々
と
の
間
に
あ
る
絆
、
ま
た
復
興
へ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
凛
と
し
て
い
る
佇
ま
い
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の
松
は
、
震
災
後
に
根
が
腐
り
枯
死
し

た
の
で
す
が
、
保
存
す
る
に
も
多
額
に
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
保
存
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
が

巻
き
起
こ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
度
、
東
北
の
被
災
地
へ
の
訪
問
、
阪
神
大
震
災
か
ら
20
年
を
む
か
え
た
今
、
私
な
り
に
大
切

だ
と
思
う
こ
と
は
、「
奇
跡
の
一
本
松
」
を
は
じ
め
震
災
に
ま
つ
わ
る
慰
霊
碑
や
復
興
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
等
は
残
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
見
る
私
た
ち
一
人
一
人
の
記
憶
に
い
つ
ま
で
も
そ
の
出
来
事
を
残
し

続
け
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
後
世
へ
語
り
継

い
で
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
人
は
尊

い
命
が
周
り
で
失
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
、
自
分
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
何
時
、
何
処
で
何

が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
決
し
て
起
き
て
は
な
ら
な
い
出

来
事
が
起
こ
っ
た
時
に
人
々
が
少
し
で
も

安
心
出
来
る
よ
う
に
「
Ｊ
Ｆ
共
済
」
を
提
供

す
る
こ
と
が
今
の
私
の
役
目
だ
と
思
っ
て

こ
れ
か
ら
も
仕
事
に
精
進
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

表紙の言葉
「実りの秋」（たつの市）

No.708   October. 2015

	 ２	 ようそろ

	 ３	 漁協運動功労者表彰
	 	 ノリ採苗作業はじまる

	 ４	 瀬戸内海環境保全特別措置法一部改正可決

	 ７	 「豊漁祈願祭」･「兵庫県漁業協同組合長懇談会」

	 ８	 ブラジル訪問に参加して

	 ９	 虹の仲間づくりセミナー

	 10	 ＪＦ役員・参事研修会
	 	 解禁を祝う第７回香住ガニ祭り

	 11	 大輪田塾だより

	 12	 ＪＦ淡路島岩屋での“命を守る運動”海難防止講習会
	 	 海難事故をなくそう

	 13	 兵庫JCC通信

	 14	 旬に想う
	 	 女子プロ野球選手と一緒に地引網体験

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

震
災
か
ら
20
年

共
水
連
兵
庫
県
事
務
所 

管
理
課
課
長
代
理　

吉 

岡　

勝 

彦

　この写真は、たつの市揖西地区で撮った一枚です。
　咲き誇る彼岸花、稲穂が垂れる田んぼが本格的な秋の
到来を教えてくれます。
　たつの市は市内を流れる揖保川の良質な水と、肥沃な
土地で出来る小麦、近くの赤穂市で採れる塩を使った醤油
づくりが古くから盛んに行われてきました。また、小麦を
使った手延素麺「揖保の糸」は全国的にも知られています。
　山から流れ出た水は、やがて大きな流れとなって流域
の田畑や産業に潤いを与え、海にもその恵みをもたらしま
す。干潟へ砂を供給し豊かな生態系を作り出すとともに栄
養も運ぶ…。
　川は海にとっては大切なパートナーです。
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
ノ
リ
の
陸
上
採
苗
作
業
は
、
気
温
が
下
が
っ
て
き

た
９
月
下
旬
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
各
浜
で
は
朝
早

く
か
ら
多
く
の
人
が
作
業
を
す
る
光
景
を
目
に
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
（
山
田 

隆
義
会
長
）
で
は
、
明

石
市
の
兵
庫
の
り
研
究
所
で
９
月
22
日（
火
）か
ら
、

淡
路
の
り
セ
ン
タ
ー
で
は
９
月
26
日
（
土
）
か
ら
作

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
撮
影
の
た
め
兵
庫
の
り
研
究
所
を
訪
れ
た
こ
の
日

（
10
月
５
日
）
は
、
今
秋
一
番
の
冷
え
込
み
に
見
舞

わ
れ
た
為
か
、
や
や
鈍
い
出
足
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
雲
間
か
ら
日
が
差
し
込
み
始
め
る
と
、
ノ
リ
胞

子
の
付
着
が
活
発
に
な
り
、
現
場
は
水
車
か
ら
網
を

外
し
た
り
、
新
し
く
網
を
張
っ
た
り
と
慌
し
く
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、付
着
度
合
い
を
確
認
す
る
職
員
は
、

網
切
り
や
水
温
・
照
度
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
早
朝
か
ら

活
気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
関
係
者
に
よ
る
と
、
明
石
・
淡
路
の
現
場
で
の
作

業
は
順
調
で
、
10
月
中
旬
ま
で
に
両
セ
ン
タ
ー
で
種

網
約
５
５
、０
０
０
反
を
仕
上
げ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
本
格
的
な
ノ
リ
養
殖
開
幕
に
、
今
漁
期
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ノ
リ
採
苗
作
業 

は
じ
ま
る
！

　

～
兵
庫
の
り
研
究
所
で
は
順
調
に
進
む
～

胞子の付着した網を外す作業に追われていました

　ＪＦ全漁連は９月18日（金）に開催した理事会に
おいて2015年度漁協運動功労者表彰36名を決定し、
発表しました。
　本県からは、ＪＦ南あわじ 小磯 富男組合長が「的
確な判断と卓越した行動力で組合の経営基盤強化に
貢献」、「本県水産系統団体の要職に就き、水産業
の振興発展に大きく貢献」された功績が認められ受
章されました。
　心よりお慶び申し上げますとともに、今後ますま
すのご健勝とご活躍を祈念いたします。

ＪＦ南あわじ 小磯 富男組合長
（兵庫県漁業信用基金協会理事・兵庫県内海漁船保険組合理事）

顕微鏡での確認作業はスピードと正確性が求められます

～2015年度（第30回）漁協運動功労者表彰～

ＪＦ南あわじ 小磯組合長が受章
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ
　
紆
余
曲
折
は
あ
り
ま
し
た
が
、
１
４
１
万
人
の
署
名
運
動
や
、

井
戸
敏
三
知
事
を
は
じ
め
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
知
事
・
市
長
会
議

の
皆
さ
ん
、
瀬
戸
内
海
再
生
議
員
連
盟
の
先
生
方
の
ご
努
力
、
そ

し
て
瀬
戸
内
海
関
係
漁
連
・
漁
協
連
絡
会
議
の
皆
さ
ん
ら
真
摯
な

地
方
の
声
が
異
例
の
法
改
正
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
衆
議

院
第
１
８
９
国
会
の
最
終
日
に
こ
の
議
案
の
み
可
決
成
立
さ
れ
た

こ
と
も
異
例
の
こ
と
で
し
た
。
会
期
末
目
前
の
国
会
は
安
保
法
案

審
議
で
混
乱
し
て
お
り
、
再
び
審
議
未
了
で
先
送
り
か
と
懸
念
し

つ
つ
、
そ
れ
で
も
最
後
ま
で
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
、
努
力
を
重

ね
ら
れ
た
関
係
各
位
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
私
た

ち
は
10
年
後
、
20
年
後
の
豊
か
な
海
実
現
に
向
け
て
新
た
な
出
発

点
に
立
ち
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
何
を
望
み
、
自
ら
何
を
し
て
ゆ
く

の
か
、
役
割
の
重
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
現
行
法
が
制
定
さ
れ
た
当
時
を
振
り
返
る
と
、
古
来
、
世
界
に

比
類
の
な
い
美
し
さ
を
誇
る
景
勝
地
と
し
て
、
ま
た
、
貴
重
な
漁

業
資
源
を
育
む
豊
穣
の
海
と
し
て
国
民
生
活
に
貢
献
し
て
き
た
瀬

戸
内
海
で
す
が
、
我
が
国
が
高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
た
時
代
に
沿

岸
域
は
重
化
学
工
業
地
帯
に
変
貌
し
、
マ
ス
コ
ミ
は
様
々
な
公
害

問
題
と
相
俟
っ
て
、
瀬
戸
内
海
を
「
瀕
死
の
海
」
と
表
現
し
た
ほ

ど
沿
岸
域
の
環
境
は
悪
化
し
ま
し
た
。
漁
場
は
深
層
ま
で
赤
褐
色

を
呈
し
、
底
引
き
網
の
漁
獲
物
は
殆
ど
酸
欠
で
斃
死
状
態
と
い
う

深
刻
な
状
況
が
続
き
、
環
境
回
復
を
求
め
る
世
論
の
盛
り
上
が
り

を
背
景
に
、
議
員
立
法
で
現
行
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
の

閉
鎖
性
水
域
で
初
め
て
の
総
合
的
な
環
境
保
全
法
と
し
て
注
目
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
以
来
40
年
余
、
水
質
の
規
制
強
化
な
ど
で
透
明
度
の
高
い
き
れ

い
な
海
は
実
現
し
ま
し
た
が
、
国
民
あ
る
い
は
瀬
戸
内
海
沿
岸
住

民
が
希
求
す
る
「
美
し
い
豊
か
な
海
」
が
実
感
さ
れ
な
い
ま
ま
、

ノ
リ
の
色
落
ち
や
漁
業
資
源
の
再
生
産
力
低
下
な
ど
顕
著
な
現
象

が
確
認
さ
れ
、
危
機
感
を
募
ら
せ
た
漁
業
者
が
環
境
再
生
へ
声
を

上
げ
ま
し
た
。
も
と
よ
り
、
世
論
の
後
押
し
期
待
な
ど
論
外
と
さ

れ
る
な
か
、
瀬
戸
内
海
住
民
ら
の
「
真
の
豊
か
さ
」
を
求
め
る

１
４
１
万
人
署
名
運
動
に
力
を
得
て
、
不
可
能
と
い
わ
れ
た
現
行

法
の
一
部
改
正
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
本
県
で
は
２
０
０
３
年
か
ら
豊
か
な
海
を
求
め
る
運
動
に
取
り

組
み
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
知
事
・
市
長
会
議
（
議
長
・
井
戸
敏

三
兵
庫
県
知
事
）
へ
要
請
行
動
後
は
井
戸
知
事
の
ご
理
解
の
も

と
、
’05
年
頃
は
超
党
派
に
よ
る
議
員
連
盟
構
想
の
実
現
に
努
め
ま

し
た
が
、
’09
年
９
月
の
政
権
交
代
で
構
想
は
頓
挫
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
瀬
戸
内
海
の
環
境
再
生
は
「
現
行
法
の
一
部
改
正
で
」
と

論
点
を
絞
り
水
面
下
で
運
動
が
続
け
ら
れ
、
井
戸
知
事
や
新
生

な
っ
た
瀬
戸
内
海
関
係
漁
連
・
漁
協
連
絡
会
議
代
表
幹
事
の
山
田

隆
義
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
会
長
、
末
松
信
介
参
議
院
議
員
（
兵
庫
）
は

じ
め
関
係
議
員
が
緊
密
に
連
携
し
、
’12
年
６
月
、
念
願
の
瀬
戸
内

海
再
生
議
員
連
盟
（
塩
崎
恭
久
会
長・衆
院
愛
媛
）
が
設
立
さ
れ
、

改
正
草
案
作
り
へ
繋
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
議
連
は
後
に
超
党
派

へ
体
制
を
整
え
、
成
案
に
至
り
ま
す
。
当
に
産
み
の
苦
し
み
が
如

く
、
成
案
目
前
に
緊
急
修
正
で
遅
れ
が
生
じ
、
ま
た
、
突
然
の
解

散
総
選
挙
で
審
議
未
了
、
廃
案
、
仕
切
り
直
し
や
、
安
保
関
連
法

案
に
係
る
政
局
混
乱
等
に
翻
弄
さ
れ
る
な
ど
紆
余
曲
折
を
重
ね
、

成
案
ま
で
実
に
３
年
を
要
し
ま
し
た
。
以
下
、
時
系
列
に
要
点
経

過
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
一
部
改
正
可
決

　

豊
か
な
海
実
現
へ 

出
発
点
に
立
つ

◦コメント◦
　本日、瀬戸内海環境保全特別措置法改正法が衆議院本会議で可決され、成立した。
　思えばかつて瀬戸内海は「豊饒の海」と呼ばれた。しかし、漁獲量が40％、自然海岸や藻場の減少など、
水質の上では「きれいな海」を実現したものの、このような瀬戸内海の現状に陥ってしまった。私たちは、
往時の「豊かな海」と「美しい海」を取り戻したいと活動を始めた。まず、瀬戸内海関係13府県22市で
構成している瀬戸内海環境保全知事・市長会議では、平成16年に「瀬戸内海を豊かで美しい里海として
再生するための法整備」の実現に向けて活動を開始した。平成19年には広く関係者とともに「瀬戸内海
大署名活動」を展開し、１４１万人の署名を国に提出、その後具体的な法案の提案など立法化をめざし様々
な働きかけを国、国会議員に対して行ってきた。
　このような活動と国会における超党派の議員連盟の結成、その活動により法整備をめざすこととなり、
議員立法による瀬戸内海環境保全特別措置法の改正という形で結実したものである。議員連盟の先生方
をはじめ関係する多くの方々のご尽力に厚く感謝を申し上げる。
　今後は、改正法を踏まえ、従来の「水質保全」に加え、「豊かな水産資源の回復」や「美しい景観の保全」
等のさらなる取組を進めてまいりたい。
　平成27年９月25日� 兵庫県知事��井戸　敏三�　

　
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
案
が
９
月
25
日
、
衆
議
院

本
会
議
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
日
々
生
業
す
る
漁
業
者
が
海
の
変
化
に
危
機
感
を
募

ら
せ
、
瀬
戸
内
海
の
環
境
再
生
へ
新
法
制
定
を
訴
え
て
約
11
年
、
い
く
つ
か
異
例
の
事

象
を
重
ね
つ
つ
、
美
し
い
景
観
や
生
物
多
様
性
の
確
保
な
ど
多
面
的
な
機
能
が
発
揮
さ
れ

る
豊
か
な
海
づ
く
り
へ
、
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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瀬
戸
内
海
再
生
に
向
け
た
法
整
備
の
た
め
の
取
組
の
経
過

Ｈ
16
・
７　
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
兵
庫
（
漁
連
、信
漁
連
、共
済
組
合
）

３
団
体
長
が「
瀬
戸
内
海
環
境
再
生
法（
仮
称
）」
制
定
を
求
め

環
境
省
等
4
省
庁
、
県
選
出
国
会
議
員
、
県
行
政
に
陳
情
活
動

Ｈ
16
・
８　
瀬
戸
内
海
関
係
漁
連
連
絡
会
議
を
設
立

　
水
産
資
源
等
の
豊
か
な
海
に
再
生
す
る
た
め
の
新
法
整
備
を
求

め
る
活
動
を
開
始

Ｈ
16・８　
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
知
事・市
長
会
議
特
別
要
望
「
瀬

戸
内
海
を
水
産
資
源
等
の
豊
か
な
海
と
し
て
再
生
す
る
た
め
の

法
整
備
に
つ
い
て
」

Ｈ
17
・
３　
瀬
戸
内
海
関
係
漁
連
連
絡
会
議
（
瀬
戸
内
海
環
境
保

全
協
会
同
席
）

　
・ 

瀬
戸
内
海
再
生
方
策
検
討
委
員
会
（
委
員
長
：
松
田
治
広
島

大
学
名
誉
教
授
）
委
員
長
及
び
２
委
員
に
瀬
戸
内
海
再
生
方

策
案
（
未
定
稿
）
に
漁
業

者
の
視
点
か
ら
意
見
具
申

Ｈ
17
・
８　
知
事
市
長
会
議
に

よ
る
瀬
戸
内
海
再
生
方
策
検

討
委
員
会
「
瀬
戸
内
海
再
生

方
策
に
係
る
調
査
・
提
言
」

検
討
審
議
始
ま
る
。

　
・ 

井
戸
敏
三
兵
庫
県
知
事（
瀬

戸
内
海
環
境
保
全
知
事
・

市
長
会
議
議
長
）
に
新
法

制
定
を
要
請
（
写
真
）

Ｈ
18
・
８　
知
事
主
催
＝
県
選

出
国
会
議
員
「
瀬
戸
内
海
の

環
境
の
保
全
と
再
生
に
関
す

る
勉
強
会
」

Ｈ
19
・
１
～
６　
１
０
０
万
人
署
名
運
動
実
施

Ｈ
19
・
２　
知
事
主
催
＝
県
選
出
国
会
議
員
第
2
回
勉
強
会

　
・ 

環
境
再
生
方
策
提
言
案
、
議
連
案
等
説
明

Ｈ
19
・
９　
知
事
市
長
会
議
第
37
回
総
会
（
１
４
１
万
人
署
名
報

告
、
瀬
戸
内
海
再
生
方
策
案
の
承
認
及
び
、
法
整
備
を
国
に
要

望
な
ど
決
定
）

Ｈ
19
・
10　
瀬
戸
内
海
関
係
漁
連
連
絡
会
議

　
（ 

当
面
目
標
）・
瀬
戸
内
海
関
係
議
連
の
設
立
を
め
ざ
す
・
法
律

案
と
業
界
要
望
調
整

Ｈ
19
・
10　
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
知
事
・
市
長
会
議

　
・ 

国
に
１
４
１
万
人
の
署
名
と「
瀬
戸
内
海
再
生
方
策
」を
提
出
。

　
・ 

瀬
戸
内
海
を
里
海
と
し
て
再
生
す
る
た
め
の
法
整
備
に
つ
い

て
特
別
要
望
（
国
会
関
係
は
各
府
県
同
時
進
行
）。

　
《 

知
事
市
長
会
議
・
漁
連
連
絡
会
議
は
超
党
派
議
連
の
設
立
に

向
け
各
々
準
備
活
動
》

Ｈ
21
・
４　
瀬
戸
内
海
関
係
漁
連
連
絡
会
議

　
・ 

法
制
化
に
向
け
て
議
連
設
立
準
備
な
ど
各
県
の
協
力
確
認

　
・
ダ
ム
の
放
水
や
下
水
処
理
場
に
お
け
る
栄
養
塩
管
理
運
転
の

取
組
み
な
ど
方
策
協
議

Ｈ
21
・
９　
政
権
交
代
…

Ｈ
23
・
７　
瀬
戸
内

海
関
係
漁
連
・
漁

協
連
絡
会
議　
再

生
発
足

　
・ 

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

山
田
会
長
の
呼

び
掛
け
で
関
係

府
県
漁
連
会

長
・
組
合
長
会

議
が
出
席
。
連

携
し
て
瀬
戸
内

海
の
環
境
改
善

に
取
り
組
む
こ

と
を
確
認
。

　
・ 

代
表
幹
事
及
び

事
務
レ
ベ
ル
に

よ
る
ワ
ー
キ
ン

◦コメント◦
　瀬戸内海の現状について、国会はじめ関係各位のご理解が得られ、瀬戸内海特措法の改正法案が衆議
院本会議で可決成立されたことに心から感謝申し上げたい。
　10年余に亘る要請行動で、時に挫けそうな時期もありましたが、井戸知事はじめ県行政や議会の皆さ
んに支えられ、また、瀬戸内海再生議連の塩崎恭久会長（愛媛・衆議院議員）、末松信介事務局長（兵庫・
参議院議員）をはじめ諸先生の温かいご理解を得て、漸く、出発点に辿り着いたなと感慨もひとしおです。
これから漁業者の目線で、どういう海にしてゆくのか、自分たちで何をしてゆくのか、豊かな海を取り
戻す道程はまだまだ遠い。栄養塩が復活するには様々な取り組みが必要だが、先ずは漁場づくり、資源
づくりを地道にやってゆくこと。若い人達に夢と希望を与え、漁業を繋いでいけるような海づくりへきっ
かけとなればと思う。今回の法改正を契機に、官民あげて沿岸漁業の疲弊を食い止められたらと願って
いる。

瀬戸内海関係漁連・漁協連絡会議幹事
兵庫県漁業協同組合連合会 代表理事会長��山田　隆義

〔
法
整
備
議
論
の
背
景
に
あ
っ
た
関
係
法
等
〕

Ｈ
19
・
４　
海
洋
基
本
法
の
制
定

Ｈ
19
・
６　
21
世
紀
環
境
立
国
戦
略
の
策
定

Ｈ
20
・
３　
海
洋
基
本
計
画
の
策
定

Ｈ
20
・
５　
生
物
多
様
性
基
本
法
の
制
定

Ｈ
22
・
３　
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
の
策
定

Ｈ
22
・
10　
生
物
多
様
性
条
約
国
第
10
回
会
議

Ｈ
23
・
３　
海
洋
生
物
多
様
性
保
全
戦
略
策
定

再生なった瀬戸内海関係漁連・漁協連絡会議
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ
グ
チ
ー
ム
（
Ｗ
Ｔ
）
の
設
置
を
決
定
。（
Ｈ
23
年
度
～
Ｈ
26

年
度 

会
長
会
議
計
６
回
開
催
、
Ｗ
Ｔ
会
議
計
11
回
開
催
）

Ｈ
23
・
７　
環
境
省
「
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
今
後
の
目
指
す
べ
き

将
来
像
と
環
境
保
全
・
再
生
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
中
央
環
境

審
議
会
瀬
戸
内
海
部
会
へ
諮
問
。
同
部
会
に
企
画
専
門
委
員
会

起
ち
上
げ
。（
背
景
に
、
水
質
改
善
中
心
の
環
境
施
策
の
あ
り

方
を
問
う
声
や
、
海
洋
基
本
法
、
生
物
多
様
性
基
本
法
の
制
定

等
の
動
き
、
あ
る
い
は
海
洋
環
境
の
保
全
に
関
す
る
新
た
な
理

念
や
体
制
の
整
備

に
加
え
、
生
物
多

様
性
と
生
物
生
産

性
の
向
上
等
の
新

た
な
課
題
へ
の
対

応
の
必
要
な
ど
が

あ
る
）

Ｈ
23
・
12　
企
画
専

門
委
員
会
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
開
始
（
山
田

隆
義
関
係
漁
連
会

議
代
表
、
戎
本
裕

明
Ｊ
Ｆ
明
石
浦
組

合
長
ほ
か
意
見
発

表
）

Ｈ
23
・
11　
環
境
省

（
担
当
審
議
官
）

に
新
瀬
戸
内
海
再

生
法
（
仮
称
）
に
係
る
要
望

事
項
を
提
示
、
意
見
交
換
（
山

田
隆
義
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
）

Ｈ
24
・
６　
自
民
党
議
員
に
よ

る
「
瀬
戸
内
海
再
生
議
員
連

盟
」
設
立

　
・ 

設
立
時
加
入
44
名
、
最
高

顧
問
：
安
倍
晋
三
衆
議
院

議
員
（
山
口
）、
会
長
：
塩

崎
恭
久
衆
議
院
議
員
（
愛

媛
）、
事
務
局
長
：
末
松
信

介
参
議
院
議
員
（
兵
庫
）

ほ
か
役
員
選
任

　
・ 

漁
業
団
体
か
ら

意
見
聴
取
（
以

後
、
議
連
の
方

向
性
や
各
県
各

様
の
調
整
進

む
）

Ｈ
25
・
３
～
６　
議

員
連
盟
は
第
２
回

～
第
4
回
勉
強
会

を
開
催
。環
境
省
、

水
産
庁
、
学
識
者

な
ど
関
係
者
か
ら

意
見
聴
取
。
第
4

回
会
合
で
秋
の
臨

時
国
会
を
視
野
に

準
備
な
ど
具
体
の

議
論
。

Ｈ
25
・
９　
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
制
定
40
周
年
記
念

式
典
（
高
松
市
）

Ｈ
25
・
９　
瀬
戸
内
海
関
係
漁
連
・
漁
協
連
絡
会
議
が
要
望
書
を

取
り
ま
と
め

Ｈ
25
・
11　
議
員
連

盟
第
５
回
勉
強
会

　
・ 

井
戸
敏
三
兵
庫

県
知
事
（
瀬
戸

内
海
環
境
保
全

知
事
・
市
長
会

議
議
長
）
等
か

ら
「
瀬
戸
内
海

を
豊
か
で
美
し

い
里
海
と
し
て

再
生
す
る
た
め

の
法
整
備
」
を

提
案

　
・ 

法
整
備
に
向
け

論
点
整
理
の
た

め
プ
ロ
ジ
ェ
ク

◦コメント◦
　９月25日、瀬戸内海環境保全特別措置法の改正案が可決成立致しました。平成23年にＪＦ兵庫漁連山

田会長の呼び掛けにより、関係する10府県漁連・県漁協の会長・組合長が参集された連絡会議において、

瀬戸内海の漁業生産力が一様に低下している現状を踏まえて、法改正を視野にした新たな瀬戸内海の環

境改善に向けた取組が始まりました。その後、学識経験者の助言を得て、一般国民に分かりやすく訴え

たパンフレットを作成するなど、地道な活動を継続されるとともに、法改正に向けた関係要路への要請

活動を展開され、この度、法改正が実現したことを非常に喜ばしく思います。幹事として強力なリーダー

シップを発揮されたＪＦ兵庫漁連山田会長をはじめ、ご尽力された関係漁連・関係各位に深い敬意を表

します。豊かで綺麗な海の実現に向けて、今後ますますの取組推進をご期待申し上げます。

全国漁業協同組合連合会 代表理事会長��岸　　宏

総会に安倍特別顧問も出席議案を説明する末松事務局長

瀬戸内海再生議連立ち上げ ヒアリング風景
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ＪＦ兵庫漁連指導部
　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
（
山
田 

隆
義
会
長
）
は
、

９
月
11
日
（
金
）、神
戸
市
内
に
お
い
て
「
平

成
27
年
豊
漁
祈
願
祭
」
と
「
平
成
27
年
兵
庫

県
漁
業
協
同
組
合
長
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
午
前
11
時
か
ら
行
わ
れ
た
「
平
成
27
年
豊

漁
祈
願
祭
」
が
、
県
内
の
Ｊ
Ｆ
組
合
長
、
系

統
団
体
の
代
表
、
行
政
機
関
の
代
表
等
約
70

名
の
参
加
の
も
と
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

年
は
神
戸
市
垂
水
区
の
「
海
神
社
」
で
開
催

さ
れ
、
漁
業
操
業
の
安
全
と
と
も
に
水
産
業

の
振
興
繁
栄
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
豊
漁
祈
願
祭
終
了
後
、
会
場
を
移
し
「
平

成
27
年
兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
長
懇
談
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
懇
談
会
で
は
「
浜
の

活
力
再
生
プ
ラ
ン
の
展
開
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
、
Ｊ
Ｆ
全
漁
連 

高
浜 

彰 

浜
再
生
推
進

部
長
よ
り
、
昨
年
11
月
の
Ｊ
Ｆ
全
国
代
表

者
集
会
で
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
の
新
運
動
方
針

（
２
０
１
５
～
２
０
１
９
）が
決
議
さ
れ
、「
水

産
日
本
」
の
復
活
に
向
け
て
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ

を
挙
げ
て
「
浜
の
活
力
再
生
」
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
こ
と
か
ら
、「
今

後
、
県
内
Ｊ
Ｆ
で
作
成
さ
れ

た
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ

ン
」
を
い
か
に
実
行
し
て
い

く
か
」
と
い
う
こ
と
に
主
眼

を
置
い
た
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
、「
中
央
情
勢

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
Ｊ

Ｆ
全
漁
連 

古
関 

和
則
専
務

は
平
成
28
年
度
水
産
予
算
概

算
要
求
の
概
要
を
中
心
に
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
併

せ
て
、Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
か
ら
、

新
運
動
方
針
に
係
る
兵
庫
県

版
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、豊
か
な
海
の
実
現
を
目
指
す「
瀬

戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
」
の
改
正
に

つ
い
て
、
兵
庫
県
農
政
環
境
部
環
境
管
理
局 

秋
山
和
裕 

局
長
か
ら
、
昭
和
46
年
瀬
戸
内

海
環
境
保
全
知
事
・
市
長
会
議
の
前
身
の
協

議
会
設
置
か
ら
、
現
在
の
瀬
戸
法
改
正
に
至

る
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
等
が
あ
り
、

「
法
改
正
は
あ
く
ま
で
目
的
達
成
の
た
め
の

道
具
、
法
改
正
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
法
を

も
と
に
真
に
豊
か
な
海
へ
向
け
て
何
を
す
る

か
が
重
要
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

「豊漁祈願祭」･
「兵庫県漁業協同組合長懇談会」

高浜 浜再生推進部長による説明がありました瀬戸法改正の流れを説明する秋山局長

ト
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）
の
結
成

　
　
（
同
日
）
漁
連
連
絡
会
議
が
環
境
省
・
水
産
庁
に
要
請
行
動

Ｈ
25
・
12 

議
員
連
盟
Ｐ
Ｔ
第
１
回
会
議

　
・
法
案
内
容
の
論
点
整
理

　
　
（ 
塩
崎
議
連
会
長
、
末
松
議
連
事
務
局
長
、
石
井
正
弘
議
員

（
参
院
岡
山
）、
西
村
康
稔
議
員
（
衆
院
兵
庫
）、
瀬
戸
隆
一

議
員
（
衆
院
香
川
）
ほ
か
環
境
省
、
参
議
院
法
制
局
、
兵

庫
県
環
境
部
局
、
水
産
部
局
か
ら
関
係
者
出
席
）

Ｈ
26
・
３　
議
員
連
盟
Ｐ
Ｔ
第
２
回
会
議

　
・
栄
養
塩
管
理
の
必
要
性
を
議
論

　
・
末
松
議
員
が
「
瀬
戸
内
特
措
法
の
一
部
改
正
」
提
案

Ｈ
26
・
５　
議
員
連
盟
総
会（
自
民
、公
明
）・一
部
改
正
法
案（
参

院
法
制
局
）
を
了
承

Ｈ
26
・
６　
改
正
法
案
参
議
院
提
出

　
・ 「
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
」
会
期
末
で
審
議
未
了

Ｈ
26
・
11　
衆
議
院
解
散
・
一
部
改
正
法
案 

廃
案

　
《 

自
民
党
政
権
公
約
に
「
瀬
戸
内
法
改
正
を
目
指
す
」
こ
と
を

明
記
》

Ｈ
27
・
４　
議
員
連
盟
総
会

　
・
民
主
、
維
新
の
議
員
が
加
入
し
超
党
派
議
連
と
し
て
再
出
発

　
・ 

兵
庫
県
金
沢
副
知
事
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
山
田
会
長
が
法
案
の

早
期
成
立
を
要
請
。

　
・
富
栄
養
化
対
策
に
関
し
て
再
検
討
。

Ｈ
27
・
８　
議
員
連
盟
総
会

　
・ 

瀬
戸
内
法
改
正
法
案
の
参
議
院
提
出
を
了
承

Ｈ
27
・
８　
瀬
戸
内
法
改
正
法
案
を
参
議
院
に
提
出

Ｈ
27
・
８
・
27　
参
議
院
環
境
委
員
会 

全
員
一
致
で
可
決

Ｈ
27
・
８
・
28　
参
議
院
本
会
議 

全
会
一
致
で
可
決
、
法
案
は

衆
議
院
に
送
付

　
～ 

安
保
法
案
の
審
議
を
巡
り
与
野
党
が
対
立
。
委
員
会
の
開
催

目
途
が
立
た
ず
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
、
県
行
政
は
事
態
打
開
に

奔
走
～

Ｈ
27
・
９
・
11　
衆
議
院
環
境
委
員
会 

全
員
一
致
で
可
決

　
～ 

会
期
末
を
控
え
、
安
保
法
案
で
依
然
国
会
は
混
乱
。
瀬
戸
内

法
改
正
案
は
立
ち
往
生
～

Ｈ
27
・
９
・
25　
（
国
会
閉
会
の
直
前
）
衆
議
院
本
会
議　
全
会

一
致
で
可
決 

（
Ｕ
／
Ｔ
）

豊漁祈願祭の様子



8拓水708号（2015年10月）

各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ

　
兵
庫
県
と
ブ

ラ
ジ
ル
共
和
国

は
深
い
関
係
が

あ
り
ま
す
。
特

に
今
年
は
同
国
パ
ラ
ナ
州
友
好
提
携
45
周
年
、

ブ
ラ
ジ
ル
兵
庫
県
人
会
創
立
55
周
年
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
式
典
に
出
席
す
る
た
め
兵
庫
県
民

交
流
団
の
一
員
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。（
水
産
交
流
団
：
Ｊ
Ｆ
林
崎 

田
沼
政

男
組
合
長
、
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋 

東
根 

壽
組
合

長
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

突
々
淳
参
事
）

　
８
月
17
日
（
月
）
深
夜
、関
西
国
際
空
港
発
、

ド
バ
イ
経
由
に
て
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
つ
い

た
の
が
30
時
間
後
…
。
時
差
が
12
時
間
。
頭
が

少
し
ボ
ォ
～
と
し
て
い
る
。
や
は
り
遠
い
!! 

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
期
待
と
好
奇
心
で
元
気

一
杯
！

　
空
港
か
ら
バ
ス
で
市
内
へ
。
ま
ず
目
に
つ
い

た
の
が
落
書
き
の
多
さ
。
道
の
両
側
は
殆
ど
空

い
て
い
る
所
が
な
い
く
ら
い
。
ガ
イ
ド
さ
ん
が

「
１
人
で
行
動
し
な
い
。
金
目
の
物
（
ネ
ッ
ク

レ
ス
・
時
計
・
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
等
）
を
あ
ま
り

身
に
付
け
な
い
。
歩
く
と
き
は
、
時
々
後
ろ
を

見
る
」
と
い
っ
た
注
意
に
も
頷
け
る
。
や
は
り

日
本
と
は
違
う
!!

　
市
内
観
光
の
後
、
ホ
テ
ル
に
行
き
、
夕
食
は

バ
イ
キ
ン
グ
。
主
食
は
肉
か
と
思
う
く
ら
い
の

量
・
種
類
の
多
さ
び
っ
く
り
！
（
こ
の
後
、
食

事
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
形
）
食
後
、
ゆ
っ
く
り
す

る
間
も
な
く
、“
ブ
ラ
ジ
ル
”
と
い
え
ば
「
サ

ン
バ
!!
」
シ
ョ
ー
を
見
に
行
く
こ
と
に
…
。
女

性
だ
け
で
な
く
、
男
性
の
踊
り
も
あ
り
、
伝
統

的
な
衣
装
や
リ
ズ
ム
を
堪
能
し
、
ホ
テ
ル
に

帰
っ
た
の
が
深
夜
０
時
過
ぎ
。
日
本
を
出
て
か

ら
40
数
時
間
、
ま
と
も
に
寝
て
い
な
い
…
。
で

も
、
ベ
ッ
ド
に
入
っ
て
も
変
に
目
が
冴
え
て
、

ウ
ト
ウ
ト
し
て
い
る
と
す
ぐ
朝
に
！
こ
れ
が

“
時
差
ボ
ケ
”か
と
、初
め
て
の
経
験
に
戸
惑
う
。

次
の
日
、
キ
リ
ス
ト
像
の
あ
る
コ
ル
コ
バ
ー
ド

の
丘
へ
。
と
こ
ろ
が
、
急
に
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が

故
障
。
い
つ
動
く
か
判
ら
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
ガ
イ
ド
の
鈴
木
さ
ん
の

努
力
で
無
事
に
見
学
！
見
晴
ら

し
は
最
高
!!
キ
リ
ス
ト
像
は
大

き
い
!!!

　
市
内
の
道
路
は
、
あ
ち
こ
ち

で
工
事
中
。
こ
れ
も
当
日
に
な

ら
な
い
と
何
処
を
工
事
す
る
の

か
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
い
た

る
と
こ
ろ
で
渋
滞
発
生
。
現
地

の
人
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と

平
気
ら
し
い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

会
場
も
工
事
中
。
来
年
に
は
な

ん
と
か
な
る

と
い
っ
て
い

た
。
こ
れ
に

は
“
さ
す
が

ブ
ラ
ジ
ル
”

と
納
得
。

　
夜
、
空
路

に
て
ク
リ

チ
ー
バ
に
着

く
。
20
日
は

１
つ
目
の
公

式
行
事
で
あ
る
、
パ
ラ
ナ
州
公
館
で
の
「
友
好

提
携
45
周
年
式
典
」
に
出
席
。
兵
庫
県 

井
戸 

敏
三
知
事
は
じ
め
県
議
会
や
そ
の
他
交
流
団
も

合
流
し
、
盛
会
の
う
ち
に
無
事
終
わ
る
。
そ
の

後
、
ク
リ
チ
ー
バ
市
主
催
の
昼
食
会
、
夜
は
日

本
総
領
事
公
邸
に
て
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
招
待
さ

れ
る
。
ど
ち
ら
も
大
い
に
歓
迎
さ
れ
て
、
現
地

の
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
州
議
員
や
多
く
の
方

が
、兵
庫
の
海
苔
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
、「
早

く
ブ
ラ
ジ
ル
で
美
味
し
い
海
苔
を
食
べ
た
い
」

と
の
言
葉
に
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
の
ブ
ラ
ジ
ル
進

出
へ
の
大
き
な
応
援
団
を
得
た
よ
う
で
、
心
強

く
感
じ
ま
し
た
。（
現
地
の
海
苔
は
中
国
・
韓
国
産
）

　
21
日
、
22
日
は
イ
グ
ア
ス
の
滝
へ
。
ま
ず
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側
か
ら
見
学
。
そ
の
雄
大
さ
と

迫
力
に
、
只
々
感
動
!!
次
の
日
も
同
じ
滝
を
ブ

ラ
ジ
ル
側
か
ら
、ま
た
違
っ
た
角
度
か
ら
見
る
。

“
こ
れ
が
地
球
の
底
か
？
”
と
思
え
る
自
然
の

偉
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
！

　
23
日
、最
後
の
訪
問
地
“
サ
ン
パ
ウ
ロ
”
へ
。

こ
の
日
の
大
事
な
行
事
は
「
ブ
ラ
ジ
ル
兵
庫
県

人
会
創
立
55
周
年
記
念
式
典
」
で
、
そ
れ
に
出

席
。
式
典
は
時
間
が
大
き
く
延
長
さ
れ
る
程
に

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
久
々
の
日

本
食
を
頂
き
な
が
ら
、日
系
人
の
方
々
と
会
談
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
日
系
２
世
・
３
世
の

青
年
部
に
よ
る
民
謡
、
剣
舞
な
ど
を
披
露
し
て

頂
き
ま
し
た
。
本
当
に
素
晴
ら
し
く
、
感
慨
深

く
見
て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
は
、
や
は

り
サ
ン
バ
。
盛
り
上
が
っ
た
～
!!
知
事
も
県
議

会
議
長
も
、

そ
し
て
私

も
、
踊
り
の

輪
に
入
り
大

盛
況
の
う
ち

に
終
わ
る
。

県
人
会
の
皆

さ
ん
が
心
か

ら
歓
迎
し
て

く
だ
さ
っ

て
、
本
当
に

感
謝
感
謝
で

し
た
。

大盛り上がりのサンバ！

イグアスの滝に架かる虹

Ｊ
Ｆ
西
二
見 

代
表
理
事
組
合
長　
　

 　

 

山 

本　

章 

等

ブ
ラ
ジ
ル
訪
問
に
参
加
し
て

　

～
パ
ラ
ナ
州
友
好
提
携
45
周
年
兵
庫
県
民
交
流
団
～

キリスト像に感動・突々参事と記念撮影

イグアスの滝を散策しました！

サンパウロでの式典における鏡割り

パラナ州友好提携45周年記念式典にて
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最
後
の
日
、
日
本
人
が
経
営
す
る
農
園
に
視

察
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
人
は
果
実
、
特
に
ナ

シ
を
作
ら
せ
た
ら
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
１
番
!!
（
10

年
連
続
ナ
ン
バ
ー
１
の
表
彰
を
受
け
る
）
そ
の

努
力
と
忍
耐
力
に
は
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。（
日

本
の
お
百
姓
さ
ん
バ
ン
ザ
～
イ
！
）
農
園
の
奥

さ
ま
、息
子
さ
ん
、お
嫁
さ
ん
、美
味
し
い
ク
ッ

キ
ー
・
ケ
ー
キ
・
果
実
を
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
旅
を

通
じ
て
感
じ

た
こ
と
は
、

移
民
と
し
て

入
植
さ
れ
た

人
々
の
努
力
、
そ
し
て
日
本
を
想
う
心
と
、
日
本

人
と
し
て
の
誇
り
を
強
く
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と

で
す
。
良
い
意
味
の
「
昔
の
日
本
人
の
倫
理
観
、

道
徳
心
」
を
持
ち
続
け
、
勤
勉
さ
と
誠
実
さ
で

努
力
し
て
き
た
お
か
げ
で
、
今
日
の
地
位
を
築

き
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
日
本
人
の
評
価
を
上
げ
、

信
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
日
本
に
い
る
私
た
ち
は
少
し
反
省
し
、

考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
か
も
と
感
じ
ま
し
た
。

　
最
後
に
（
一
財
）
日
伯
協
会 

多
田 

義
治
副

理
事
長
様
、
県
職
員
の
方
々
、
一
緒
に
参
加
さ

れ
た
交
流
団
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
、
こ
の
機
会

を
与
え
て
下
さ
っ
た
（
一
財
）
兵
庫
県
水
産
振

興
基
金
の
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

農園での記念撮影

ＪＦ兵庫漁連

虹の仲間づくりセミナー 開催
　～各協同組合の仲間でグループ学習～

グループで出た意見を発表しました

　
兵
庫
県
協
同
組
合
連
絡
協
議
会（
兵

庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）
で
は
、
県
内
各
協
同
組

合
の
主
に
若
手
職
員
を
対
象
に
、
全

３
回
と
な
る
「
虹
の
仲
間
づ
く
り
セ

ミ
ナ
ー
」
を
企
画
し
、
第
１
回
目
を

９
月
18
日
（
金
）・
19
日
（
土
）
の

２
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
18
日
は
三
木
市
に
あ
る
コ
ー
プ
こ

う
べ「
協
同
学
苑
」で
行
わ
れ
、ま
ず
、

協
同
学
苑 

野
尻 

武
敏
学
苑
長
（
神

戸
大
学
名
誉
教
授
）
か
ら
「
協
同
組

合
の
歴
史
と
理
念
～
現
代
社
会
に
求

め
ら
れ
る
も
の
～
」
と
題
し
た
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
は
、
野
尻
教

授
の
講
演
の
中
か
ら
得
た
こ
と
に
つ

い
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合
い
が

も
た
れ
、
様
々
な
議
論
が
沸
き
起
こ

り
ま
し
た
。

　
19
日
は
、
た
つ
の
市
に
あ
る
ヒ
ガ

シ
マ
ル
醤
油
㈱
の
工
場
を
見
学
し
、

醤
油
の
製
造
工
程
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
Ｊ
Ａ
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
た

地
元
産
原
料
を
使
っ
た

醤
油
造
り
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま

し
た
。
こ
の
後
、
醤
油

原
料
と
な
る
大
豆
圃
場
の
見
学
と
揖
保
の
糸
資
料
館
を
訪
れ
、

兵
庫
県
手
延
素
麺
協
同
組
合
の
事
業
や
手
延
べ
素
麺
の
製
造
工

程
を
学
び
、
協
同
学
苑
に
戻
っ
て
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
回
目
と
し
て
、
11
月
に
「
虹
の
仲
間
で
森
づ
く
り
」
に
参

加
し
、
常
緑
樹
の
除
伐
を
行
い
、
翌
日
に
は
県
内
産
特
産
品
の

販
売
体
験
な
ど
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
が
企
画
さ
れ
て
お
り
、
時
間

を
か
け
て
話
し
合
う
こ
と
で
意
識
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
が
出

来
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、
協
同
組
合

に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
、
同
じ
協
同
組
合
の
仲
間

づ
く
り
が
出
来
る
こ
と
か
ら
、「
次
回
が
楽
し
み
」
と
い
っ
た

声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

（県民交流団水産交流団：右からＪＦ淡路島岩屋 東根 壽組合長、筆者（ＪＦ西二見
山本章等組合長）、ＪＦ林崎 田沼政男組合長、ＪＦ兵庫漁連 突々 淳参事） 　

農園経営者から話を聞く

醤油原料の大豆生産者から話を聞く



10拓水708号（2015年10月）

兵庫県漁業協同組合連合会
　
兵
庫
県
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
、（
一
財
）
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
は
、

県
内
で
の
度
重
な
る
不
祥
事
の
発
生
を
受
け
て
、
漁
業
協
同
組
合
の

組
織
及
び
事
業
の
運
営
に
お
け
る
自
主
的
な
取
組
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
基
本
と
し
、
水
産
業
協
同
組
合
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｆ
役

員
の
権
限
と
責
任
等
に
つ
い
て
、
認
識
を
深
め
、
不
祥
事
件
の
発
生

防
止
を
含
む
経
営
管
理
体
制
の
構
築
を
目
的
に
県
内
3
地
区
で
漁
協

役
員
・
参
事
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
但
馬
地
区
を
９
月
18
日

（
金
）
に
香
美
町
で
実
施
し

た
の
を
皮
切
り
に
、
淡
路
地

区
は
10
月
２
日
（
金
）
に
淡

路
市
で
、
摂
播
地
区
は
３
日

（
土
）
に
明
石
市
で
開
催
し
、

３
会
場
に
２
０
０
名
を
超
え

る
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
各
日
と
も
、
兵
庫
県
農
林

水
産
局
水
産
課
漁
政
班 

望

月 

松
寿
班
長
よ
り
、
県
内

全
Ｊ
Ｆ
を
対
象
に
実
施
し
た

一
斉
点
検
の
結
果
報
告
が
行

わ
れ
た
後
、
全
国
漁
業
協
同

組
合
学
校 

吉
田 

博
身
校
長

よ
り
「
Ｊ
Ｆ
役
員
の
権
限
と

責
任
に
つ
い
て
」
と
題
し
た

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
協
同
組
合
の

理
念
と
水
産
業
協
同
組
合
法

に
基
づ
く
権
限
と
責
任
に
加

え
、
協
同
運
動
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
参
加
者
は
メ
モ

を
取
る
な
ど
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

ＪＦ役員・参事研修会
　～但馬・淡路・摂播地区の３地区にて開催～

　
関
西
圏
で
唯
一
、
香
住
漁
港
の
み
で
水
揚

げ
さ
れ
る
香
住
ガ
ニ
の
人
気
が
上
昇
し
て
い

ま
す
。
９
月
１
日
解
禁
の
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
（
香
住
ガ
ニ
）
漁
に
合
わ
せ
て
、
秋
の
大

型
連
休
（
シ
ル
バ
ー
ウ
イ
ー
ク
）
初
日
の
19

日
、
香
住
漁
港
で
「
香
住
ガ
ニ
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪
や
神
戸
な
ど
か
ら

約
２
万
人
が
訪
れ
、
カ
ニ
汁
の
振
る
舞
い
な

ど
を
味
わ
い
、
旬
の
香
住
ガ
ニ
を
買
い
求
め

て
い
ま
し
た
。

　
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
漁
期
は
来
年
5
月
末

ま
で
で
、11
月
に
解
禁
さ
れ
る
松
葉
ガ
ニ（
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
）
よ
り
も
値
段
が
安
く
、
筋
肉
繊

維
が
細
く
柔
ら
か
い
身
は
甘
み
が
あ
る
の
が

特
長
。
最
近
は
関
西
で
も
焼
き
ガ
ニ
な
ど
調

理
が
し
や
す
く
美
味
し
い
と
人
気
が
上
が

り
、相
場
も
例
年
よ
り
良
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
色
と
り
ど
り
の
大
漁
旗
で
飾
ら
れ
た
会
場

で
は
、
カ
ニ
汁
や
焼
き
ガ
ニ
な
ど
５
千
人
分

の
振
る
舞
い
の
ほ
か
、
恒
例
の
竹
ち
く
わ
撒

き
や
初
め
て
の
企
画
で
香
住
ガ
ニ
早
食
い
大

会
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
準
備
さ
れ
、
大

変
な
賑
わ
い
で
し
た
。
大
阪
か
ら
家
族
5
人

で
訪
れ
た
と
い
う
男
性
は
、
両
手
に
カ
ニ
箱

を
提
げ
「
朝
7
時
前
か
ら
開
場
待
ち
し
て
た

ん
や
。
毎
年
、
香
住
ガ
ニ
を
買
う
の
が
楽
し

み
。今
夜
は
ち
ょ
っ
と
贅
沢
に
カ
ニ
三
昧
や
」

と
笑
顔
一
杯
。横
で
小
学
生
の
男
の
子
は「
ち

く
わ
を
拾
い
た
か
っ
た
」
と
ベ
ソ
を
か
い
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
但
馬
の
漁
業
は
本
格

的
な
冬
漁
に
向
か
い
ま
す
。
豊
漁
と
海
上
安

全
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

（
Ｕ
／
Ｔ
）

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

香
住
ガ
ニ
販
売
に
長
い
列

　

解
禁
を
祝
う
第
７
回
香
住
ガ
ニ
祭
り

香住ガニ早食い大会の様子

大勢の買い物客で賑わいました

但馬地区の様子

淡路地区の様子吉田校長の講演（摂播地区）
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大
輪
田
塾
で
の
研
修
の
総
仕
上
げ
と
い
う

べ
き
平
成
27
年
度
大
輪
田
塾
修
了
論
文
発
表

会
は
、
台
風
の
影
響
で
初
め
て
延
期
と
な

り
、
日
程
を
再
調
整
し
て
９
月
８
日
（
火
） 

兵
庫
県
水
産
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山

田
隆
義 

塾
長
を
は
じ
め
、
運
営
委
員
や
県
・

漁
協
系
統
役
職
員
ら
約
50
名
が
出
席
す
る
な

か
、
大
輪
田
塾
８
期
生
２
名
、
９
期
生
６
名

は
、
そ
れ
ぞ
れ
任
意
の
研
究
項
目
で
作
成
し

た
修
了
論
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
発
表
後
に
行
わ
れ
た
講
評
で
、
運
営
委
員

を
代
表
し
て
関
西
学
院
大
学 

田
和 

正
孝
教

授
か
ら
発
表
者
全
員
の
論
文
の
単
位
が
認
定

さ
れ
、
一
人
ず
つ
の
論
文
に
対
し
詳
し
く
評

価
が
な
さ
れ
ま
し
た
。田
和
運
営
委
員
は「
多

岐
に
わ
た
る
分
野
の
発
表
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
内
容
は
、
こ
ち
ら
が
教
え
ら
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
と
感
じ
る
大
変
優
秀
な
も
の
で

あ
っ
た
。」
と
の
言
葉
に
、
発
表
者
は
こ
れ

ま
で
の
苦
労
が
労
わ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

平
成
27
年
度 

大
輪
田
塾
修
了
論
文
発
表
会

私がのり養殖をしてきて感じたこと　～現状と展望について～
　ＪＦ林崎　赤穂雅敏（８期生）
　指導員：榎本陽子 （県加古川農林水産振興事務所）
漁協による「浜坂のさかな」普及の取り組み
　ＪＦ浜坂　中村吉志（９期生）
　指導員：米澤孝康 （県但馬水産事務所）
ニュー・フィッシャーマン いらっしゃ～い！
　ＪＦ西二見　松本久進（９期生）
　指導員：南山卓範 （県加古川農林水産振興事務所）
これからの漁業協同組合の経営について
　ＪＦ坊勢　竹中太作（９期生）
　指導員：岡田佑太 （県姫路農林水産振興事務所）
船曳網漁業における燃料費（燃費）について
　兵庫県内海漁船保険組合　井田覚（９期生）
　指導員：都倉由樹（県水産課漁政班）
変わりゆく播磨灘
　ＪＦ坊勢　桂源直（８期生）
　指導員：久保佳子（県姫路農林水産振興事務所）
さらなる漁業共済の発展に向けて
　兵庫県漁業共済組合　山田純（９期生）
　指導員：魚住香織（県水産課漁政班）
私の営む漁業や地域の将来に向けての一考察
　ＪＦ仮屋　相田欽司（９期生）
　指導員：岩佐隆宏（県洲本農林水産振興事務所）

【修了論文認定審査員】
山田隆義塾長（ＪＦ兵庫漁連）・田和正孝運営委員（関西学院大学）・小林孝司運営委員（県水産課長）・
近藤敬三運営委員（県水技センター所長）・突々　淳運営委員（ＪＦ兵庫漁連）・戸田氏懿運営委員（兵庫
県水産振興基金）

認定審査委員から質問を受ける塾生 修了論文発表の様子
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10
月
７
日
（
水
）、
Ｊ
Ｆ
淡

路
島
岩
屋
（
東
根 

壽
組
合
長
）

の
荷
捌
所
に
お
い
て
、“
命
を

守
る
運
動
”「
海
難
防
止
講
習

会
」
が
、
同
Ｊ
Ｆ
、
関
係
系
統

団
体
の
主
催
で
開
催
さ
れ
、
組

合
員
・
関
係
者
約
80
名
が
参
加

す
る
な
か
、
神
戸
海
上
保
安
部

の
協
力
を
得
て
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
実
演
、
落
水
者
の
救

助
方
法
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
習
を
担
当
し
た
同
保
安
部 

保
安
官
は
「
浮
い
て
さ
え
い
れ

ば
救
助
の
可
能
性
は
大
幅
に
上

が
る
」
と
し
、
別
の
保
安
官
が

膨
張
式
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
が
開
発
し
た
浮

力
合
羽
な
ど
を
着
て
、
実
際
に

海
の
飛
び
込
み
、ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
ご
と
に
特
徴
や
注
意
点
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、落
水
者
の
救
助
方
法
と
し
て
、簡
単
に
自
作
で
き
る
縄
梯
子
や
コ
イ
ル
ロ
ー

プ
を
使
っ
た
方
法
や
、
ま
た
、
漁
業
者
も
参
加
し
て
ロ
ー
プ
を
括
り
付
け
た
毛
布

を
使
っ
た
救
助
方
法
の
実
演
も
行
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
担
当
保
安
官
か
ら
「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
必
ず
着
用
す
る
。
膨
張
式

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
実
施
を
」
と
参
加
者
に
呼
び

か
け
ら
れ
終
了
し
ま
し
た
。

ＪＦ淡路島岩屋での“命を守る運動”
海難防止講習会

～ライフジャケットの
　性能を学ぶ～

浮力合羽の実演

毛布を使っての救助訓練

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

固型式ライフジャケットはメンテナンス不要。
最近は動きやすいよ
うに工夫がしてあり
ます。
是非、お試し下さい！

ＪＦ兵庫漁連が開発したもので、浮力は十分あります。
※ 国土交通省の型式承認試験基準に合格したものではありませ

んので、一人乗りの漁船の場合、ライフジャケットを着用して
ください。

海難事故をなくそう！

浮きますよ！

固型式ライフジャケット
モデル：兵庫県内海
　　　  漁船保険組合
　　　  損害審査部
　　　  下垣　勝さん

モデル：共水連兵庫県事務所
　　吉岡 勝彦さん　

12
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　兵庫県生活協同組合連合会は、８月23日（日）、
兵庫県民会館にて、今年で７回目となる「広島被
爆ピアノ平和コンサート」を開催。組合員と出演
者、スタッフ、合わせて約300名が参加しました。
　今回演奏された「カズコの被爆ピアノ」は、広
島市で原爆投下時、爆心地より2.6㎞の民家で被
爆。原爆の爆風により無数のガラスの破片が突き
刺さり傷ついたピアノは、平成21年５月にピア
ノ調律師の矢川光則さんに託され、現在、平和の
大切さを伝えるために全国各地でコンサートが開
かれています。
　ピアノ・森須 奏絵さん、ソプラノ・大島 久美子
さんによる朗読と歌。少年少女合唱団「ジュニア
コーラス・ティンカーベル＆レインボージュニア」
のみなさんによる歌声と作文の朗読で、平和への
メッセージが届けられました。また、休憩時間に
は被爆ピアノを近くでご覧いただき、写真を撮っ
たり、ピアノに触れてみたりと、多くの方に被爆
ピアノを身近に感じていただくことができました。
　広島出身の大島さんは、「沖縄の平和祈念公園
で、沖縄戦で亡くなられたすべての方々の氏名が
刻まれた記念碑“平和の礎（いしじ）”を訪れま
した。親からもらった大切な名前。戦争で亡くな
り、碑に刻まれるためにつけられた名前ではない。
その先も続いていくはずだった人生を思うと、胸
が熱くなります」と話されました。
　原爆の熱線を越えて平和を祈り続ける被爆ピ
アノ。その美しい音色に、「ピアノを見つめると
心が悲しい気持ちになりました。あらためて戦
争はぜったいにダメだと思いました」（小学５年
生）という声も寄せられました。戦後70年の今年。
次の世代に平和を語り継ぐことの大切さを再確認
し、音楽を通して世界の恒久平和への想いを新た
にするコンサートになりました。

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

ＪＡグループ兵庫　
　ＪＡ兵庫中央会は、本県農業への理解とＪＡグ
ループのイメージアップを図るビデオを作成しまし
た。テーマは「笑顔をつくります」。ＪＡあわじ島と
農産物直売所「美

み

菜
な

恋
こいこい

来屋
や

」に協力いただき、ＪＡ
職員と農家が協力して新鮮な農作物を収穫する様
子や、農産物直売所で新鮮な農産物が販売されて
いる様子が撮影され、ＪＡグループ兵庫が農産物
の生産・販売支援を通じて、農家と地域で暮らす
人たちの笑顔をつくっていることをアピールします。
　このイメージアップビデオは９月19～24日にサン
テレビで放送されました。農業会館１階エレベー
ターホールのモニターでも放映する予定です。県外
の人を含め、多くの人にＪＡグループ兵庫の取り組
みを知ってもらうために、ＪＡグループ兵庫総合ポー
タルサイトでもこの動画を公開しています。また、
県内ＪＡにはＤＶＤを配布し、店舗のモニター等を
通じて地域でＪＡが果たす役割を発信し、イメージ
アップに活用してもらいます。

ＪＡグループ兵庫の
イメージアップビデオ完成

音楽は次世代に継承する
“平和”へのメッセージ
～ピースアクション2015「広島被爆
ピアノ平和コンサート」を開催～

休憩時間には多くの方に被爆ピアノを間近でご覧いただきました平和への願いを込めて会場全員で歌いました

「ＪＡグループ兵庫は農家と地域で暮らす人たちの笑顔をつくります」とアピール
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　仮屋漁協青壮年部（相田 欽司部長）は、９月８日（火）に森
漁協４Ｈクラブの協力を得て、森漁港の北側の浜辺で地引網体
験を行い、淡路市立学習小学校６年生51名と仮屋保育所 年長組
38名が参加しました。また、今年は子どもたちのスペシャル“助っ
人”として、地域貢献をスローガンに掲げ淡路島を拠点とする女
子プロ野球チーム「兵庫ディオーネ」の選手ら８名も駆けつけ

て、両組メン 
バーが仕掛けた網を「よいしょ、よいしょ」と声を掛けなが
ら一緒になって引き上げました。
　網の中には、タコやタイ、キスやカンパチなど約100㎏の
魚介類がどっさり。元気に跳ねる魚に子どもたちはもちろ
ん、選手やスタッフからも大きな歓喜が上がりました。
　同クラブでは、地元子どもたちを対象に30年以上前から、
このような体験学習を行っており、地引網体験は子どもたち
が楽しみにしている行事です。
　部員一同、このような体験を通して“魚好きな子どもになっ
て欲しい”と切に願っております。

◆
漱
石
は
『
三
四
郎
』の
中
で
、「
小
さ
ん
は
天
才
で
あ
る
。
あ
ん
な
芸
術
家
は

滅
多
に
で
る
も
の
じ
ゃ
な
い
…
」と
与
次
郎
に
絶
賛
さ
せ
て
い
る
。
漱
石
の
作

品
に
は
落
語
風
な
滑
稽
を
感
じ
る
場
面
が
少
な
く
な
い
が
、
寄
席
に
通
っ
た

と
日
記
に
あ
る
通
り
、
落
語
に
通
じ
た
人
だ
っ
た
よ
う
だ
。
此
の
小
さ
ん
は
三

代
目
で
、
初
の
人
間
国
宝
指
名
の
小
さ
ん
は
五
代
目
で
あ
る
。
三
代
目
小
さ
ん

は
、
明
治･

大
正･

昭
和
と
長
い
人
気
者
で
「
時
そ
ば
」や
「
ら
く
だ
」な
ど
上
方

の
演
目
を
東
京
へ
移
し
た
人
で
も
あ
る
。
訥
弁
な
が
ら
滑
稽
味
の
優
れ
た
芸

風
だ
っ
た
と
い
う
が
、
寄
席
高
座
を
見
上
げ
て
笑
う
漱
石
を
想
う
の
も
悪
く

あ
る
ま
い
。

◆
小
さ
ん
（
五
代
目
）の
『
強
情
灸
』は
、
仕
草
を
見
な
い
と
善
さ
は
半
減
す
る

が
、
熱
さ
を
堪
え
る
表
情
は
言
葉
で
は
表
せ
な
い
。
録
画
で
観
る
の
も
悪
く
な

い
が
、
直
接
に
生
の
舞
台
で
聴
く
迫
力
は
丸
で
違
う
。
一
説
に
《
古
典
落
語
》

は
五
百
ほ
ど
の
演
目
が
あ
る
と
い
う
が
、
そ
の
内
容
幅
は
広
い
。
腹
を
抱
え
て

笑
う
滑
稽
噺
も
あ
れ
ば
、
ホ
ロ
リ
と
さ
せ
る
人
情
噺
、
艶
っ
ぽ
い
遊
郭
が
舞
台

の
噺
や
芝
居
噺
・
怪
談
噺
、
奇
想
天
外
な
『
あ
た
ま
山
』や
『
一
眼
国
』と
い
っ

た
噺
も
あ
る
。
筋
書
き
は
判
っ
て
い
る
の
に
、
噺
し
家
に
よ
り
演
出
に
工
夫
が

な
さ
れ
、
何
度
聴
い
て
も
面
白
く
聴
け
る
の
で
あ
る
。
落
語
の
大
き
な
特
徴
と

い
え
よ
う
。

◆
落
語
の
源
流
と
な
る
落
し
噺
の
系
譜
は
、
解
釈
に
よ
り
様
々
に
い
わ
れ
る

が
、
歴
史
は
記
紀
に
ま
で
遡
れ
る
と
い
う
。
一
般
的
に
は
戦
国
時
代
、
主
君
に

陣
中
の
つ
れ
づ
れ
を
慰
労
す
る
意
味
で
、
戦
さ
話
や
軍
談
を
語
っ
た
側
近
の

御
伽
衆
が
ル
ー
ツ
だ
と
い
う
。
豊
臣
秀
吉
が
民
間
の
茶
人
や
芸
能
人
を
使
っ

た
こ
と
で
、
珍
談
や
奇
談
な
ど
も
入
っ
て
落
語
ら
し
い
下
地
が
出

来
上
が
る
。
落
語
の
祖
と
い
う
《
安
楽
庵
策
伝
》は
、
幼
く
し
て
出

家
し
僧
侶
と
な
っ
た
が
、
御
伽
衆
の
金
森
法
印
が
兄
と
い
う
人
物
。

15
世
紀
半
ば
、
京
都
所
司
代
に
所
望
さ
れ
笑
い
噺
を
口
演
、
そ
れ
を

『
醒
酔
笑
』と
い
う
本
に
し
た
が
、
今
に
伝
わ
る
演
目
も
多
い
。

◆
上
方
落
語
も
盛
衰
を
繰
り
返
し
た
。
戦
後
、
演
芸
場
は
全
滅
し
、

噺
し
家
も
十
指
に
足
り
な
い
状
態
だ
っ
た
が
、
四
天
王
寺
の
本
坊

で
枝
鶴
、
松
鶴
、
米
団
治
ら
が
演
じ
た
の
を
皮
切
り
に
常
打
小
屋
を

立
ち
上
げ
た
。
彼
ら
に
入
門
し
た
弟
子
た
ち
が
、
上
方
落
語
の
継
承

を
目
指
し
て
活
動
を
始
め
る
。
最
近
も
活
躍
の
現
役
の
春
団
治
、
先

年
他
界
の
桂
米
朝
・
文
枝
、
笑
福
亭
松
鶴
を
上
方
四
天
王
と
呼
ん

だ
。
近
年
は
常
設
の
寄
席
小
屋
が
出
来
た
し
、
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
『
ち
り

と
て
ち
ん
』で
人
気
を
盛
り
上
げ
た
。
女
流
落
語
家
が
巻
き
起
こ
す

て
ん
や
わ
ん
や
を
綴
っ
た
内
容
で
、
落
語
の
中
の
人
物
に
扮
し
た

劇
中
劇
も
痛
快
で
、
紙
芝
居
を
見
て
い
る
楽
し
さ
が
あ
っ
た
。
少
し

前
、
桂
米
朝
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
落
語
っ
て
何
で
す
か
」と
問
わ

れ
「
お
爺
ち
ゃ
ん
が
孫
に
聴
か
せ
る
お
伽
ぎ
話
の
よ
う
な
も
の
」と

答
え
て
い
た
。

००
写真と文

༡ํࢠ

落とし噺し

コ
ス
モ
ス

仮屋漁協青壮年部

みんなで一緒に引きあげました

女子プロ野球選手と一緒に地引網体験
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